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≪学校近況報告≫ 

 「令和」最初の年も様々な取り組みが目立った一年と言えます。剣道部の県大会出場などの部活動や、地域交流

の活動が多くありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 1 月 17 日 蓼 科 高 校 同 窓 会 報第５号

【
税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
】 

 

佐
久
税
務
署
が
募
集
し
た
税
に
関
す
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
本
校
１
年
早

川
唯
南
さ
ん
（
芦
原
中
出
身
）
の
作
文
が
、

「
佐
久
平
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
」

を
受
賞
し
、
昨
年
11
月
22
日
佐
久
税
務
署
長

が
本
校
に
来
校
し
、
直
接
本
人
に
賞
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

「
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
く
税
」
と
題

さ
れ
た
作
文
は
、
10
月
か
ら
新
し
く
な
っ
た

消
費
税
の
導
入
の
歴
史
や
理
由
に
つ
い
て
、

自
分
で
調
べ
た
り
家
族
か
ら
の
意
見
を
聞

き
取
っ
た
り
し
た
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
最
後
に
自
分
の
意
見
と
し

て
、
税
の
大
切
さ
や
納
税
の
義
務
に
つ
い
て

の
決
意
が
書
か
れ
て
お
り
、
署
長
か
ら
高
い

評
価
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

【
書
道
部
】 

書
道
部
が
、
立
科
町
が
お

年
寄
り
の
憩
い
の
場
と
し

て
こ
の
夏
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ま
ち
の
茶
の
間 

た
だ

い
ま
」
の
入
口
看
板
制
作
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
書
道
部

３
年
生
関
晴
美
さ
ん
（
北
御

牧
中
出
身
）
が
、
何
回
も
紙

で
練
習
を
重
ね
た
上
で
、
心

を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 

大
会
に
お
い
て
、

本
校
剣
道
部
は
、

男
子
団
体
戦
で
上

田
千
曲
高
校
、
東

御
清
翔
高
校
の
２

校
に
勝
利
し
、
見

事
県
大
会
出
場
を

勝
ち
取
り
ま
し

た
。
県
大
会
で
は

一
回
戦
で
松
本
工

業
高
校
に
敗
れ
ま

し
た
が
、
日
々
の

練
習
で
力
を
つ
け

て
き
て
い
ま
す
。 

 

【
剣
道
部
】 

10
月
に
行
わ
れ
た
令
和

元
年
度
高
体
連
新
人
戦
東
信

【
留
学
生
と
の 

国
際
交
流
授
業
】 

  

文
化
に
触
れ
る
と
と
も

に
友
好
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
６
か

国
か
ら
の
留
学
生
と
本
校

生
と
の
交
流
授
業
が
、
12
月

本
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

音
楽
の
授
業
で
は
、
お
互
い

の
顔
を
見
な
が
ら
日
本
の

歌
を
一
緒
に
歌
う
な
ど
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

 

留学生を前に発表する生徒 

【
図
書
委
員
会
】 

 

図
書
委
員
会
で

は
、
12
月
25
日
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
演

奏
に
は
、
ジ
ャ
ズ
部

と
合
唱
部
、
さ
ら
に

職
員
有
志
も
参
加

し
、
心
温
ま
る
素
敵

な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。
図
書
委
員
会
で

は
、
こ
の
他
に
も
年

間
通
し
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

図
書
館
利
用
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。 

  

【
立
科
町
戦
没
者
追
悼
式
】 

 

９
月
立
科
町
主
催
で
行
わ
れ

た
戦
没
者
追
悼
式
に
お
い
て
、

本
校
２
年
生
佐
藤
樹
里
さ
ん

（
立
科
中
出
身
）
が
「
平
和
宣

言
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。
翌
月

に
控
え
た
沖
縄
修
学
旅
行
を
前

に
、
高
校
生
の
目
線
か
ら
、
戦

争
の
怖
さ
や
平
和
を
守
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
な
ど

の
想
い
を
話
し
ま
し
た
。 

 


